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■　トークイベント	「まちと芸術祭の関係」

A-Lab Artist Talk

原久子さん ( 以下：原）原です。まずは芸術祭にどのよ

うな形で関わってきたのかということからお話をお聞き

したいと思います。では加藤さんからお願いできますで

しょうか？

加藤義夫さん ( 以下：加藤）加藤義夫です。尼崎市民で

ありまして、市民税をしっかり払っているので、今日

は色々文化芸術についてお話をしたいと思います。街と

アートの関わりということで、この芸術祭というのは日

本全国でずいぶん増えました。私自身は90年に尼崎市

民になりましたが、それ以前は大阪市内に住んでおりま

して当時20世紀の終わりには芸術祭というよりはトリ

エンナーレとかビエンナーレという国際芸術祭というよ

うな名前が多かったと思います。99年に大阪市とドイ

ツのハンブルク市が友好都市提携10周年ということで

この時の実行委員をしておりまして、現代美術の展覧会

を行いました。ドイツ・ハンブルク市クンストハウスで

もやりましたし、大阪でもキリンプラザ大阪でハンブル

クのアーティストの展覧会を企画しました。そして昨今

の芸術祭の大きな起爆剤になっているのは、やはり新潟

県の「大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ」だ

と思います。北川フラムさんという日本を代表するアー

トディレクターからお電話がかかってきまして、「加藤

さん、手伝って欲しい。」ということで大阪での広報的

なことや、現地でのアーティストのサポート、公募展の

審査委員もしました。そのあたりから芸術祭というもの

に関わってきたんじゃないかと思います。2000年に越

後妻有アートトリエンナーレが開催するわけですね。こ

の大地の芸術祭が瀬戸内芸術祭や様々な芸術祭を生んだ

と思います。その2003年から2005年のあたりとい

うのは大阪府の「大阪・アート・カレイドスコープ」と

いう展覧会の総合プロデューサーをしていました。今で

いう芸術祭で大阪府立現代美術センターや大阪港の海

岸通ギャラリーCASO等を展示会場として街のギャラ

リーにも協力してもらい、街にアートをという感じで総

合プロデューサーをしました。2005年には原久子さん

にもお手伝い願って「海岸通ギャラリーCASO」という

大きな会場でメディア関係のアーティストの紹介もして

いただきました。あとは「水都大阪2009」というのが

大阪市、大阪府、関西経済連合会が主催でしたが、これ

2009年なんですよ。中之島公園周辺を。この時のプ

ロデューサーも北川フラムさんでしたが、東京のディレ

クターだったので、「大阪のことなら加藤を。」というこ

とで、アート・アドバイザー・コミュッティと、公募展

の審査員をしていましたね。2008年から2015年あ
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たりまで愛知県の愛知トリエンナーレの地域展開事業と

いうことで「愛知芸術文化センター」という施設でアー

ティストを公募で 10人ほど選んで、ギャラリーや展

望回廊というような施設各所で展示をする。その選考委

員とキュレーターをしていました。他には、鳥取県の文

化庁主催で県が行う事業がありまして、「岩美国際現代

美術展」。これは僕が全部やったわけではなくて、韓国

のアーティストとドイツのアーティストを招聘するキュ

レーターとして関わりました。それから神戸ビエンナー

レもレクチャーとかフィールドワークをやったりもして

いました。2015年の愛知トリエンナーレ地域展開事

業「アーツ・チャレンジ」の選考委員を最後に、このあ

たりで芸術祭と僕は関わらなくなったというかお仕事が

こなくなったんです。というのはきっともっと若いキュ

レーターだとかアートプロデューサーにお話が行くよう

になったんだと思います。僕自身もその頃から大学の仕

事がかなり忙しくなって、なかなかこういうことに関わ

れなくなったというところもありますが。国際芸術祭の

意義と効能というのは沢山あるんですけど、これを話す

とまた長くなるので。

原：ありがとうございます。吉川直哉さんは、写真家と

いうことで写真芸術祭に特に多く関わってこられていま

す。事前にリストを拝見したのですがスクロールしても

終わらないぐらいの数がありましたね。

吉川直哉さん ( 以下：吉川）加藤さん原さんと比べると

私はちょっと毛色が違うというか、ものを作っている立

場でもありますし、写真というジャンルに入りますので

少し違うのではないかと思います。私と写真祭の関わり

は、2016年に韓国の大邱という街の「テグ・フォト・

ビエンナーレ」という国際ビエンナーレ、写真のビエン

ナーレですね。20数ヵ国から１３０名ぐらいの作家が

出品した大きな国際展だったんですけど、この芸術監督

をやってほしいというお話をいただきました。近い国で

すけど、もちろん文化も考え方も違うし、ましてやそう

いったところの渦中に入るというのはなかなか未経験で

はありましたので非常に苦労もしました。２週に1度ぐ

らい通勤のように通って、いろんな経験をしました。私

にとって写真祭の一番最初の出会いは、写真祭のルーツ、

世界で最古の写真祭。写真家のルシアン・クレルグが、

アルル国際写真の集い、一般的にはアルル国際写真祭と

いう世界最古の写真祭をやりました。そのルシアン・ク

レルグが写真祭をやり始めて20年ぐらい経った時、大

学に講演に来たんです。その時私は学生で、話を聞いて

こういうことができるんだと驚いたんです。人口が５万

人ぐらいのアルルという小さな町なんですけど、人口が

倍ぐらいになるような非常に大きなイベント。今はもう

写真学校を作ったというぐらいに盛んなところなんです

ね。色んな出会いがそこで得られるという。ルシアン自

身が人生として苦労してきたのをパブロ・ピカソとの出

会いで自分の人生がひらけたという経験からこういう写

真祭を行ったという話を非常に熱く語ってくれて、僕は

ショックを受けたことがあります。これが一番のルーツ

ですね。日本にもいろんな写真祭というものがありまし

て、一番古いのが東川国際写真フェスティバル。これは

北海道上川郡東川町という人口８０００人ぐらいの町な

んですけど、ちょうど北海道のど真ん中ですね。今は日

本全国大小色々なものがあります。東川は一番の特徴と

しては自治体が写真の町として宣言してやっているとい

うこと。それから非常に遠い場所にあり、実際のところ

空港から車で１時間ぐらいかかるのかな。夏は温泉、冬

はスキーが盛んなところですけど、自治体が一生懸命盛

り上がってやっているんです。特徴としては、若い人が

中心となっている。学生を中心に人を募って、実際の運

営を設営から全てやるという。これは「ふぉとふれんど」

というボランティア制度ですね。食住を提供して無報酬

でやるんですけれど、非常にかけがえのない経験ができ

るとして学生が全国から参加するというスタイルです

ね。それから、これは10年間お手伝いしたんですけど、

香川県の香川郡塩江町という人口３６００人の過疎の町

がありました。

トークイベントの様子

加藤義夫さん
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■　アーティスト ・ トーク

周囲には本当に何もないんです。失礼ですけど、何もな

い。「何もない」というのが非常に気に入ってやりました。

というのも、私の個人的な芸術祭に対する見方なんです

けど、それ以外どこにも行くところがないと他に参加者

が遊びに行かないので、成功するんじゃないかと思って

います。あと「京都国際写真祭	KYOTOGRAPHIE」と

いうのが非常に有名になりました。今年で10周年です

かね。京都というブランドが非常に大きな力にもなって

いると思いますが、国内外から非常に多くの方が参加さ

れています。それから奈良県には「葛城アート」という、

これも地元の自治体が中心になって開催しています。今

は残念ながら停止しているんですけど、硬直化、マンネ

リ化してきたところをどうにかできないかとお話をいた

だいて学生と一緒にアイディアを練って地元のスペース

に展示をさせてもらったり、子供達のワークショップを

開催しました。他に、小さいと言えども非常に面白い、

20周年を迎えた芸術祭で、ドイツとポーランドを跨ぐ

オルガ川という川があるんですけど、その川の橋を跨い

で両側の１０カ所ぐらいのところですね。その国境の街

のドイツとポーランド側両方で同時に開催する芸術祭で

す。一昨年はリモートで日本からミニレクチャーをさせ

てもらったり、非常に面白い芸術祭です。それから、韓

国の仁川という港町があります。ここで私の友人が中

心になって始めた、「仁川海洋メディアフェスティバル

2018」、写真と映像の芸術祭です。今回 A-LAB でも

展示されている小林哲朗さんも招待作家で展示されてい

ました。私がメインでやっているのは国際学生写真展の

コーディネーターをやっています。約13ヵ国70大学

の学生の作品を全部集めました。写真の特徴でもあるん

ですけど、今はデジタル写真の時代なのでデータを全部

世界中から送ってもらって印刷をしてディスプレイでき

る。そういうメリットがあるので、全てメールで世界中

とやりとりをして展覧会が実現しているという形です。

会場は、文化センターだけではなくカフェや様々な場所

を使っています。私の所感としてまとめてみると、観光

事業や文化発展など様々なことをやっている芸術祭、写

真祭が多いですが、若い人が支えているのが非常に面白

いなと思いました。中国の写真祭に招いていただいて

行ってみると、現場で英語が堪能とかドイツ語が堪能と

かフランス語が堪能という学生さんが約 20名ぐらい

現地でスタッフで働いているんですね。彼ら彼女らにイ

ンタビューしたら、すごい経験がここで得られるという

ことで、全くのノーギャラで働いていました。そういう

若い人たちが支えているということが特徴だと思いまし

た。あとは先ほども言いましたが写真のインストール作

業が比較的行いやすいということですね。それから、こ

れは芸術祭全体に言えることかも分かりませんが、予

算確保とスポンサーに左右されるというのがあってス

トップしてしまったり、縮小してしまったりそういうこ

とが傾向としてあります。私の一番の経験としては、作

家として参加したものと、コーディネーターや芸術監督

という立場で参加した時に思うのが、地元の方々と作家

や、それを支える方々との関係性がうまくいっている場

合と、それが乖離しちゃった場合。そういうものが非常

に色々と浮き上がってくるのが一つの課題かなと思いま

す。いずれにせよこれだけ日本中でこういうものが開催

されるというのは、非常にいい時代が来たなとポジティ

ブに感じています。

原：ありがとうございます。では簡単に私も。先ほど加

藤さんからもお話ありましたが、一緒にやらせていただ

いた「大阪・アート・カレードスコープ」で、2005年

にその当時映像インスタレーションだけの展示というの

は非常に少なかった、あるいは大阪では初めてだったの

かもしれないと思います。本当にいろいろな大学から機

材もお借りして、海外からも韓国とオーストラリアから

参加していただき、関西のアーティストを中心に、高木

正勝さんであったりとか今大活躍されている方達にご参

加いただきました。そういった自治体が主にやっていく

ものとしては、愛知県の愛知トリエンナーレ第1回目の

2010年あるいはそのプレイベントとしての展覧会など

のアソシエートキュレーター、あるいはキュレーターと

して参加をしております。そういった芸術祭という風な

お話で今日来ているんですけど、芸術祭と呼んでいいの

かどうか、その辺りの定義というのがすごく難しいので

すが、神戸市内で「C.A.P.」というアーティストが主に

活躍する中のメンバーに入っておりまして、震災後ちょ

うど街が少しずつ復興してくる中で「CAPARTY」とい

う「C.A.P.+PARTY」を造語としてくっつけたものを

震災の年の1995年の秋に旧居留地の街の中で開催す

るところから毎年関わっていたり、5年目には、2000

年ですかね、居留地映画祭ということで街中に映像作

品を散りばめるような、そういったものに関わったり

しています。今回この尼崎アートストロール、これは

「Produced	By	六甲ミーツ・アート芸術散歩」ですけ

ど、この六甲ミーツ・アートの初回からも何度か関わっ

てきました。そういった意味では様々な芸術祭に私も広

報であったりとかキュレーターであったり様々な立場で

関わってまいりました。ここまでお二人のお話をお聞き

していますと、都市型の水都大阪のようなものであった

りとか、大地の芸術祭のような里山型という言い方をし

ていいのか分からないのですが、これらどこか町おこし

とかまちづくりとか街の活性化のような部分と芸術文化

振興というような部分と、様々な側面があったかと思い

ますし、先ほど吉川さんが、芸術祭の特徴というところ

でまとめていただいて、国際的なネットワークを作って

いくといったようなことであったりとか。色々なポイン

トをお話ししていただいたのですが、ここからはまず今

回尼崎で行われていて、A-LAB の会場と少し街の中で

の展開もご覧いただいていると思いますが、そこへの所

感のようなものがあればお伺いしたいのと、その後の部

分としてはやはり加藤さんが最後の方で「意義と効能」

というようなワードを出されましたけど、そういったこ

と。また吉川さんの方からは、若者が支えている部分が

あるなど色々なキーワードが出てきましたのでそういっ

たところを皆さんと一緒にお話して、街と芸術祭との関

係というものを探っていきたいと思います。では一番最

初にこのA-LABの会場について少しお聞きしていいで

しょうか？加藤さんからお願いしてよろしいですか？

平成の大合併で高松市になったんですが、それぞれのご

家庭で御子息やお嬢さんたちが都会へ行って帰ってこな

いので離れが空いているということから、その町にアト

リエを持っていたアーティストを中心に発案があって、

町を上げて芸術祭というものをやりました。第1回目は

ジャンルを限定せずに行いましたが、これはあまりにも

大変なことで抱えきれないということで、第2回目か

ら写真を中心にという話になり、中心となってお手伝い

いたしました。過疎の町なので、空いている中学校の教

室を借りて暗室を作ったり、韓国とアメリカと日本の学

生、２０数名がホームステイをして交流をしながら作品

をつくって、全ての作品を町立美術館に寄贈するという

スタイルを１０年間行いました。それから私が２０代の

頃に、写真祭のようなものをアメリカで経験したのです

が、生まれ育った奈良で実現できないかと思って仲間に

声をかけました。ある人に言わせてみれば地蔵盆みたい

な小さなものなんですけれど、特徴としては神社の寄進

制度のようにみんなでお金を集めてやりました。一番の

スポンサーとしては文化庁芸術文化振興基金が助成され

たのですが、その時の集まったお金で規模が縮小したり

拡大したりするというのが特徴でした。あと今はコロナ

で停止していますが、京都府南丹市八木町に吉富小学校

という 141年の歴史を持った小学校が 2014年に廃

校になりました。今、少子化の影響で全国的に小学校が

再利用されて地元のNPO団体が様々な音楽祭や芸術祭

が行われています。村上直代さんという写真家が中心と

なって「よしとみフォトフェスティバル」という写真祭

をやっていました。教室を借りて様々なワークショップ

を開催したり、地元の方と交流をしたりと。非常に小さ

なものですけど、僕はユニークなものだと思いました。

原久子さん 吉川直哉さん
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加藤：会場はA-LABと尼崎城と図書館の方に行きまし

た。こういう芸術祭で僕はいつも思うんだけれど、行っ

たことがないところに連れていってくれると、いつも

思っているんですよ。A-LAB は時々行きます。でも尼

崎城は、完成してから行きたいと思っていても機会がな

くて。今日展覧会をやっているということで観にいった

ということは、ダブルで楽しめると。図書館も入ったこ

となかったんです。尼崎市民ですけど住んでいるのが北

の方なので、南までなかなか行かないですよね。A-LAB

は一回歩いて来たことがあります。１時間ぐらいかかっ

たんですけど。その時も結構尖がった展覧会だったと思

うんです。エッジの効いた。今回もそうだと思うんです

けど、この尼崎市という市民ニーズとどう折り合いをつ

けているのかな？というところは前から気になっていた

ところなんですね。僕自身が現代美術というものを見て

45年ぐらいになるんですけど、だんだんよく分からな

くなってきたというのが正直な話でありまして。朝日新

聞に「美術評」を書いたりもしていますけども2000

年代に入って、ほとんどよく分からない。森美術館館長

の片岡真実さんに愛知トリエンナーレで随分前に会った

時、もう僕よく分からないです、と。片岡さんはシドニー

ビエンナーレのアートディレクターをされていたり、海

外のこともよくご存知で。どうですか？と言ったら、「私

もよく分からないわ。」とか言われて、ちょっと安心し

たんですけれども。それぐらい多様な価値観と様々な作

品表現スタイル。なので全部は見られないのは当たり前

なんですけど、そういう意味では「ここに来て !」とい

うのは、僕自身思うのは「尼崎市らしさ」。というとこ

れまた難しいですけど、全国にきっと100以上ある芸

術祭の中で差別化をどこでするのかというのが最初の問

題、課題ですね。それと理念としてどう掲げていくかと

いうところですね。

原：ありがとうございます。吉川さんはどうでしょう。

吉川：こういう芸術祭はあっちこっちでありますから、

それとこの尼崎がどう違うのか。例えば加藤さんがおっ

しゃった、知らなかったところに連れていってくれると

いうのは面白いと思うんですね。尼崎城は何度か行った

ことがあるんですけど、今回どんな風に見えるのかとい

うのは楽しみですし、そういった意味で化学反応という

か。例えばA-LABのロビーで小林哲朗さんと原倫太郎

さんの作品が化学反応を起こしていましたよね。写真家

にとって作品に穴が空いているというのはすごいショッ

キングなことですけど、こういう芸術祭だからこそ小林

さんも面白がったのではないかなと思います。

原：ありがとうございます。先ほど、加藤さんの方から

行ったことのないところに誘われるということだったん

ですけど、私も実は昨日雨の中を傘をさして、ほとんど

全部を見たいと思いつつ途中で尼崎城が閉まってしまっ

たりとかあったのですが、それでもですね、図書館の前

は通ったことあったんですが、図書館から見た伊吹さん

のダイナミックな作品。尼崎城、それから駅の方側を借

景に何が見えるんだろう？と思ったらそこに絵画がある

という。絵画の展示の仕方として、こんな方法もあるの

かという驚きとともに、今まで尼崎城をこっちから見た

ことなかったなとか、色々な発見がありました。三和市

場の展示においても、多様な価値観というようなところ

を拝見しました。尼崎らしさ、差別化をどうしていくの

か、今日はここから話題が展開していくのかなと思いま

す。その尼崎らしさというのが、ステレオタイプ的によ

くメディアで言われる尼崎らしさというようなものは、

どちらかというと下町の風情、人の人情というそういっ

たところに触れるようなお話が多いようにも思います。

尼崎市民としてもう30年ほどお住まいの加藤さんから

すると尼崎らしさとか、他との差別化を図っていくとい

うところでは何かお考えになることありますか？

加藤：庶民的な街であるというところはみんなが納得す

るというか腑に落ちるところだと思います。だからその

良さは分かって住んでいると思うんですけど、それでも

今日尼崎城に入ると歴史が語っているんですね。知らな

かった江戸時代からその前の話とか。ここは港町であっ

て色々な交易が行われていたと。「尼」というのは海の

こと、「崎」というのは、半島ではないけれど港があっ

たという。ここまで港というのは昔々大阪もそうですけ

ど御堂筋あたりまで海でしたよね。ということで交易が

あるというか世界に開かれているというとちょっと大仰

ですけれど、いわゆる交易の要というようなところで

あったのだろうということと、あと岸和田城と尼崎城が

大阪城の守り城というか、約束をされていて、大阪城で

何かあったら駆けつけていいという。解説パネルを見て

そういうことなのかって。だから近代と現代のイメージ

だけで現在の尼崎を作り上げているんですけど、もっと

歴史を紐解くとね、京都だって明治からの話だったら違

うわけでしょ？1200年の歴史ってことで平安から室

町という部分も含めて「京都」という所だっていうね。

だから尼崎もそういう意味では歴史をもっと紐解いて宣

伝というか広報をしていくとイメージが変わってくるの

かなと思うんですね。もともとそこにお住まいの人たち

もいますし、近代になって工業化が進んで、僕は大阪生

まれですけども尼崎のイメージは公害都市というような

当時のイメージはありました。だから工場地帯であると

いうようなところがありますけども、それだけじゃな

くって尼崎らしさはほんとはもっと何百年も前に遡って

いくとまた違う側面が見られるのかなと思ったりもする

んです。近代・現代は庶民らしさで活発で気さくな住み

やすい街というイメージだと思います。

原：でもそういう意味では今回尼崎城に展示があるとい

うことで観に行かれたということで、シビックプライド

と言いますか市民としてこれまで知らなかったことを

知って、ざわざわっと感じるものがあったという風なポ

ジティブに捉えてもよろしいでしょうか？

加藤：そうですよね、だから尼崎のイメージがとても良

いイメージかと言われるとなかなかそうでもなくて。こ

の近隣には西宮市というライバルもいますし、あと芦屋

市とか、僕が今お仕事をしている宝塚市とも少し違う。

市外局番も違うんですよね。尼崎「06」なんですよ、

なぜか。大阪の市外局番と同じになっていて。この話を

すると長くなるのでやめますけど大阪圏寄りの都市だと

思うんですね。産業とか商業の街というようなイメージ

で労働を重きにして頑張っている街というイメージ。だ

から近世だとか中世とかに鑑みるといろんなものが見え

てくるんだなと、一つのヒントにもなりましたね。

原：吉川さんはこれまで作り手としてだけではなくて

色々な場所でフェスティバルに携わって来られた中で、

すでに尼崎の場合は、工場地帯とか「工場萌え」といっ

たようなキーワードもあり、写真を撮られる方もすごく

多くてA-LABでもそういったワークショップ等をやら

れていますが、そういった切り口の写真芸術祭というの

も可能性としてあるんでしょうか？

吉川 : あると思います。今お話を聞いていて改めて思っ

たんですけど、所謂作品と呼ばれるものがギャラリーや

美術館から飛び出して街に出るというきっかけは一体な

んだったのだろう？とふと思いました。写真の場合、割

とデリケートなメディアなのでデリケートなフレームに

入れて１mmの戦いで、白い壁に展示するというのが非

常にスタンダードなやり方ですけど、そこから飛び出す、

解放されたというのはデジタル写真というテクニカルな

要素が一番大きいとは思います。でもひょっとしたらそ

れだけではなくて、例えば工場を撮るとか、写真を「撮

る」ということとそれを「見せる」ということをつなげ

ていくようなことが街のいろいろな場所で起こっていた

んじゃないかなという気がしていて。なので逆に尼崎に

しかできないことというオリジナリティが必ず必要なの

か？ということも少し思います。それは自然発生的に

きっと起こってくることだと思うんですね。

それをどれだけ忍耐を持って見られるかとか持続できる

かとかみんなで支えていけるかというところが一番大切

じゃないかなと思っています。

原：写真というのはやはり記録をしていくメディアで

もありますよね。もっと大きく捉えていくと今はもう

moving	image というか、光と影というものが要素と

してある中で、動画も含めて写真の範疇として捉えられ

ているかと思います。今日お話しする時にご紹介できる

かなと思って持ってきたのですが、橋本敏子さんという

方が書かれた「地域の力とアートエネルギー」という本

なのですが、実はこの表紙にあるのが1994年に尼崎

市総合文化センターの前の庄下川で催された「庄下川水

まつり」です。今で言えばプロジェクションマッピング

ですが、当時で考えると大変な機材です。
図書館から見た伊吹拓さんの作品
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今だったらもっと小ぶりなものでできたものが、ほんと

に大きな機材を使っていて、設置するだけでも大変。

私は見に来ただけでしたが、こういったことを1994

年から水まつりということで映像で行われていました。

「芸術祭」という言葉に振り回されがちで、実はこういっ

た要素とかって他にも結構あったのかもしれないです

ね。それをどういう風に切り取っていくか、何を目的に

してやっていくのか。今回もこのあまがさきアートスト

ロールのチラシは半年以上前からいろんな場所で目にす

る機会があったんですね。チラシを見てみると尼崎の観

光振興課がこういう芸術祭をやられると。観光振興課の

方達は文化資源を活用して尼崎をもっといろんな人たち

に知ってもらいたい。またそれは尼崎市外の方だけでな

く、市内に住んでいる方達も含めて伝えていきたいとい

うところがあったのでしょうか。この芸術祭の「意義と

効能」ということを加藤さんと以前打ち合わせした時に

もその言葉はおっしゃっていて。そこにかけて芸術祭に

ついてお話し伺ってもよろしいでしょうか？ポジティブ

な面もネガティブな面もあるかと思うのですが。

加藤：こういう芸術祭のスタイル、ホワイトキューブで

はない展示のきっかけを作ったのは2000年の新潟県

で始まった大地の芸術祭という「越後妻有アートトリエ

ンナーレ」だと思うんですよ。以前、僕が神戸新聞に寄

稿した記事 (2016年 12月 6日付け夕刊 ) では「少子

高齢化による地域社会の過疎化に歯止めをかけるため、

アートで楔を打ち込んだ。」と。ただ少子高齢化、地域

社会というところで、日本での国際芸術祭というのは芸

術が主体ではなくて、地域社会の活性化というのが大き

くあると思うんです。「都会から若者や家族連れが観光

気分でやってきた。温泉と美味しい地酒や新潟米に舌鼓

を打ち、緑豊かな自然の中で見る現代アートは美術館で

体感する教育的な匂いのする美術作品とは一味違う。と

みんなが思った。観光と現代アートを結ぶ、アートツー

リズムが経済的波及効果を生み出し地域社会がささやか

に活性化した気分になった。」と。翌年に横浜トリエン

ナーレという芸術祭があります。それは2001年ですね。

21世紀になってから。そして2010年に愛知トリエン

ナーレと瀬戸内国際芸術祭が開催されたと。「いずれも

公的資金、税金が投入される。企業協賛により事業予算

が組まれ愛知・瀬戸内のように約１２億円の事業予算で

開催されてきた大規模な国際芸術祭に続き、中小規模の

芸術祭も全国的に雨後の筍のごとく増えた。これらの芸

術祭の狙いや目的は街づくり、村おこし、コミュニティー

の活性化、新たな観光資源の開発の他、経済的波及効果

だ。」ということで、観光局というか観光課と結びつい

ているのがこの辺りだなと思うんですよね。日本の芸術

祭の中でいうと、現代アートに特化した一部のアートマ

ニアだけに対しての税金の還元の仕方ではなく、街づく

りとか村おこしというようなところ含めて税金・公的資

金を集めて分配する文化芸術祭。ということであれば公

的資金が使えるという説明がつく。行政が市民や県民に

対して。あと経済波及効果ということで言えば費用対効

果がアートでやると高くなるというようなことを何かし

らの幻想かちょっと分からないですけれど、実際的に新

潟県でやったり、瀬戸内で行われたりすることでみんな

が学んだのでしょうね。それが増えてきて、「公的資金

を街づくり・村おこしに使うにはアートでやるというス

タイルが費用対効果的にはいい。」だから、アート中心

じゃないんですよ。瀬戸内国際芸術祭の第1回目、当時

のベネッセコーポレーションの福武總一郎会長が挨拶さ

れた時、「この芸術祭は、アートが主役の展覧会ではな

いです。」と言い切ったんですね。「観光です。」と。こ

の辺から随分と変わってきたんでしょうね。芸術祭とい

う名の下ですけれど、観光誘致を基本とするというよう

なところだと思うんですよ。それで国際交流基金の伊東

正伸さんという方が僕とアートマネジメントの本を一緒

に書いた部分で、彼の書いている国際展の特色というの

が色々あって、国際展の意義と効能を10項目ぐらい書

いていらっしゃいます。その中で一番目は「現代美術の

発展と普及への貢献」。これはヨーロッパでやっている

ベネチアビエンナーレとかドクメンタだと思います。二

番目が「教育効果。人々の柔軟な思考と創造性を育成す

る。」、三番目「国際文化交流の実践の場の提供。」、四番

目「異文化への理解と関心を深める機会の提供。」、五番

目「開催国の国際社会における文化的プレゼンスを強化

する。」六番目「開催都市のイメージ向上と街づくりの

促進。」と。この辺りから日本の芸術祭の意味が出てき

ていると思うんですよ。七番目「開催国、都市の文化的

振興政策を充足。」、八番目「コミッティの活性化。」、九

番目「新たな観光資源の開発」この辺りが一番の狙い所、

目的になっているのかな、と。十番目「経済的波及効果。

開催国、都市の美術マーケットの刺激」というところで

ヨーロッパで行われてきた芸術祭とかビエンナーレ、ド

クメンタと言われる大きな国際展の方向性とはかなり

違っていて。日本独自の方向性に向いていると思うんで

す。これがグローバルスタンダードではないスタイルが

出来上がっていく。これは要するに悪いことではなくて、

日本の事情がそれぞれ歴史的にもあるので一概には言え

ないですけど、日本は観光誘致とか経済波及効果に現代

アートがツールとして使われてきたということがあるか

なと思ったりします。

原：ありがとうございます。その辺りというのは実は海

外からも注目されている部分でもあって、お聞きすると

ころでは、例えば瀬戸内国際芸術祭も、このコロナ前ま

ではサポーターとしてアジアの色々な国の学生さんたち

が非常にたくさんのサポーター登録をしてこられてい

た。彼らはなんのために来るのかという部分ではもちろ

ん日本のカルチャーに興味があるということもあるで

しょうけど、こういった里山であったりとか島であった

りとかそういったところを活性化させていくような方

法、メソッドを見に来ると。その現場にいることによっ

て吸収していこうという向学心を元に来られているとい

うことをお聞きしたことがあります。もしかしたら、非

常にガラパゴス的、グローバルスタンダードからは逸脱

していても、こういったやり方がむしろ好意的な見方

で世界に発信されていく。そういったところで異文化理

解とか国際文化交流は、今回のアートストロールはこう

いった時期なので海外からの招聘はないですけれども、

尼崎はドイツのアウグスブルクとの交流で音楽の交流が

行われたりとかもしているので、今後アフターコロナの

時期にはそういった可能性も考えられるかもしれませ

ん。先ほど北海道の東川町の写真祭でもたくさんの若い

人たちが写真祭を支えているというお話がありましたけ

ど、そういった視点から吉川さんいかがでしょうか。

吉川：もう無くなってしまった香川県塩江町の「しおの

え国際フェスティバル」はコンビニもゲームセンターも

何もない町だったんですね。農業中心の町で、過疎化が

進んでいて小学校は２つしかない。それもほとんど１ク

ラスとか。何かしなきゃいけないと町の人は動いていて、

その時たまたまそんな話があったと。とにかく面白いか

らやりましょうと、割と呑気に村祭りみたいにやったと

思うんですよ。地元の方は一緒に一生懸命やられていた

んですけど初めは大変なんですよね。アメリカや韓国か

ら若い人たちが来てホームステイをするじゃないです

か。事務局にいると電話がかかってきて「まず何を食べ

させたらええんや？」って。「いやまぁ同じ人間ですか

らなんでも食べまっせ。」という話から始まるんですけ

ど。色々なトラブルあって、夜間は外出禁止にしていた

ら、夜中に抜け出したアメリカの若者がいて。それを日

本語で説教したお母さんがいて。土下座させて、髭を全

部剃らせたという。そういう話はいっぱいあります。途

中で町議会議員の人からもずいぶん言われました。「こ

れをやって何の得になりますか？」「何が面白いんです

か？」「具体的にどういう利益があるんですか？」って

言われたんです。僕は正直に「分かりません。」、「あり

ません。」と言いました。「でもみんな楽しんでやってい

るでしょ？だからできたら続けませんか？」とお話しま

したが、その後吸収合併されて町が無くなってしまい継

続できなくなりました。ただ面白い結果があって、10

年間の間に参加した日本人の若者の６割がその後留学し

ているんですね。留学希望者を集めたわけではなくたま

たま来た人達です。そのうちの2、3割の人は結婚した

り就職したりでそのままそれぞれの国にいるんですね。

それから韓国とアメリカから来た若い人達。そのうちの

1/3がもう一度日本に来ています。それは奨学金を得て

留学だったり、個人的に来たりしているんですね。
あまがさきアート・ストロール　フライヤー
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彼らの人生にはその小さな町の名前が残るので、これは

残していかなければいけない。関わった一人の責任者と

して私はこれを言い続けなくてはいけないと思っていま

す。そういう見えないけど何か波及効果があったという

ことをもっと実感して欲しいなと思うんです。美術館と

か芸術祭もそうですけど、何人動員したとか集客人数で

測られるというところがまず日本では大きいと思いま

す。これは世界でもそうかもしれません。ただコロナ禍

において見えなくなってきた、例えばリモートでいろい

ろなことができるようになりました。今日も配信を様々

な方がご覧になっているかもしれません。単に人がたく

さん来たではなく、もっと多様な価値観が生まれてきて

もいいんじゃないかなと思います。そういう意味では、

僕が作り手だからなのかもしれないですが、芸術祭は、

完成して展示されたものを見ることだけではなくて、プ

ロセスが面白いんですよ。紆余曲折があっていろんなト

ラブルがあるんです。それを乗り越えていくのがワク

ワクして、僕なんかは楽しいですね。そういうものを若

い人が体験していくと、もっと大きな結果が生まれるん

じゃないかって。非常に理想的な話ですけど。

原：確かにそのプロセスというのはそれこそほとんどの

来場者の人達はその時間その場所だけを見ていると思う

のですが、実はプロセスというのはオープンキッチンの

お店で料理の出来上がる様子を見ているようにすごくワ

クワクするというか。私もお話を伺っていて思い出し

たのが、2010年の愛知トリエンナーレのとき、初回

だったのでボランティア組織を作り上げていく、いろん

な街の人たちとの関係を作り上げていく、いろんな大変

なことがありました。その会期が終了して搬出をすると

き、搬出にボランティアのみなさんって来てくれるのだ

ろうか？と思ったんですけど、みなさん「搬出に行きた

い！」って言ってくれて。それは作っていくときに一緒

に作っていた。会期のプロセスも知っている。だから自

分は最後まで関わりたい。ということを言ってくださっ

たことがあって。私たち３人は仕事でやっている部分も

あるし、もちろんその度に楽しんでやっているからこそ

やめられないというのはあるんですけれど、そういった

気持ちになっていただけるんだなというのが今のお話を

聞いて思い出しました。加藤さんもそういう意味では愛

知のアートチャレンジをやってこられたりとか、次の世

代に渡していったというお話もありましたが、若い作家

さんをずっと見てこられていますが、そういった裏側の

部分でいかがでしょうか。	

加藤：愛知トリエンナーレが始まるとみんなに凄い影響

がありました。愛知トリエンナーレ地域展開事業「アー

ツ・チャレンジ」のギャラリートークをやっていたんで

すが、それまではそこまで人は集まらなかったんですよ。

２０名ぐらいでちょうどいい感じのギャラリートーク。

それが愛知トリエンナーレが始まると50人とか60人

に増えて県民の関心がずいぶん高くなりました。それと

瀬戸内芸術祭だと、そこに移り住む人も出てきたりする

んですね。これは一時的なものではなくて継続すること

によって起こることだと思います。僕は以前「大阪ブラ

ンド戦略」のアート部門の事務局長を担当していました。

大阪府と大阪市が旗を降って、建築家の安藤忠雄さんや

ファッションデザイナーのコシノヒロコさんらが大阪ブ

ランドコミッティの議長で、そのアート部門のコーディ

ネートというか事務局をしていたんですね。当時国立国

際美術館の建畠晢館長とか朝日新聞の編集員の森本編集

員だとか、あと大阪府・大阪市の学芸員の方と話してい

て、「大阪はアートの街ですか？」という問いかけから

始まったんですよね。誰もそうは思わないわけですよ。

「文化不毛」という方が一般的だったので。じゃあどう

するかということをヤノベケンジさんとかにお話しても

らったりしましたね。それでまとまったのは、イメージ

としては「アーティストが世界から移り住んでもらった

らアートの街になるんじゃないか。」と。ということは

芸術家が住みやすい街づくり。そういった環境を整えて

いけば、アーティストが勝手に作品を作る。発表もする。

世界にも発信していく。そういうのが一番良いよね。と

結論づいたのもずいぶん前のことです。アーティストと

芸術祭というと、半世紀ぐらい前は美術館も少なかった

し、美術館で展覧会できる人はほとんど死んだ人です。

物故作家、亡くなった人だけしかできませんでした。で

もこれだけ地域・社会で美術館ができてきた、アートセ

ンターが出来てきたことでチャンスは増えると思います

し、芸術祭によってアーティストは爆発的にチャンスが

増えていると思うんですね。僕らが学生だった頃。4、

50年ぐらい前に比べたら、圧倒的にギャラリーの数も

増えましたし、マーケットも非常に豊かになってきまし

た。昔は全くマーケット的にはダメだったけど、今は現

代アートが売れるという時代になって。当時売れる作品

といったら有名なアーティスト、『アンディー・ウォー

ホル』だとか『デヴィット・ホックニー』ぐらいしか売

れなかったと思うんですけど。若い人の作品をアート

フェアで手軽に買えるようになりました。芸術祭の大き

な問題のひとつは、アーティストが繰り返し参加してい

くとかなり貧乏になっていくこと。「制作費」という問

題があるんですね。アーティストは「制作費」をいただ

いても、やっぱり良い作品を作りたいと思うので頑張る

んですよ。頑張って頑張って頑張ると、赤字になるんで

すね。芸術祭で儲けて家を買ったっていう人、聞いたこ

とないです。美術館での展覧会もそうですけど、個展と

かグループ展をやると「大きな作品を作りたい。」と思

うので一気に作ると、終わった後はそれがそのまま返っ

てくるので倉庫が必要になるとか。素材・材料費、ボラ

ンティアの食費とか。そういう費用がかかるのでアー

ティストが貧乏になるような芸術祭にはなって欲しくな

いですね。

原：この話は本当によく聞く話で、アーティストが自分

の作品を一番良く見せたいと思うのは当たり前だと思い

ます。そうすると提示された fee があって契約をする

んだけど、それ以上に頑張ってしまうと結果的に赤字に

なってしまって。でもまた声がかかるとやっぱり発表し

たいという気持ちがあって。じゃあその作品をそのまま

恒久設置しましょうというようなことにはなかなかなり

ません。一方でよく話に出てくる大地の芸術祭の場合、

そのまま恒久設置という形も中にはあったりするので、

そういう意味では予算の関係のことが芸術祭によって若

干違う部分があります。ただ先ほどおっしゃっていただ

いたように、展示の機会が増えてマーケットは非常に活

気を呈しています。先週にはアートフェア東京が開催さ

れましたし、その周辺のアートフェアも開かれています。

1992年に横浜で国際アートフェアがあったのですが、

ちょうどバブルの最後の辺りで、当時はまだスマホや携

帯電話もない中、マダムたちが電卓を持って走り回って

いるという様子を見かけて、私はもう愕然としたんです

ね。素敵なドレスを着たマダムが電卓を叩いている。ま

るで魔法にかけられたようにアートの虜になっていく人

達が多かったという。そういった一時的なことに終わっ

て欲しくないなと思います。移り住んでくるとか、吉川

さんが話されたように海外に行くとか。経済効果とかそ

んなことよりも、その人の中に蓄積されるいろいろな体

験がその人を作っていくということがありますよね。だ

から先ほども言ってくださったように継続的にやること

の大切さ。一回やったから何かがすぐ起こるということ

ではなくて。愛知の芸術祭も10年続けているし、大地

の芸術祭も20年続けている。その中で生まれてきたこ

ととか、瀬戸内国際芸術祭の移住の話も、やはり50年

以上やっていく中で、価値観が変わってきたり、あるい

は新しく思うことがあったり、時代が変わっていくとか

いろんなことがあると思います。そういう意味では私た

ち3人ともマスクを着けて喋っていますが、こういう状

況になってきましたが、少しそこにも触れられたらなと

思うんですけど。どうでしょう？パンデミックが起こっ

て、少しずつ私たちもこの状況に慣れているということ

もありますが、いろんなことが変わってきたり、こうい

う配信という形が当たり前になってきている中で、やっ

ぱりアートは「体験」が非常に重要だと思います。芸術

祭は特に「体験」というものを私達にもたらしてくれる

ものだと思うのですが、ウィズコロナ・アフターコロナ

の時代で今後芸術祭と街との関係がどうなっていくの

か。あるいは芸術祭そのものがどうなっていくのか。

加藤：アートプロジェクトという考え方があります。大

規模な芸術祭という公的資金を突っ込むというわけでは

なく、アーティストがプロセスを大事にしてみんなと制

作していくスタイル。そういう部分が盛んになっていく

と思うわけですよ。アートプロジェクトの方が日本には

馴染むかなと思ったりもします。この方が2年に一回、

３年に一回とか関係なく、自分たちがやりたい時にやっ

たらいいと思うし、アートプロジェクトが集まって芸術

祭になったりもすると思うんです。アートプロジェク

トって考え方が、アーティストにとっての社会との関わ

り方になっていくと思うんですよ。「社会とアート」、こ

の話になると、ヨーゼフ・ボイスだとか「シャンブル・

ダミ (友だちの部屋 )」の展覧会を思い出します。
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ヨーゼフ・ボイスという第２次大戦後ドイツで最も影響

力を持ったアーティストがいるんですけど、「社会彫刻」

という概念があって。彼が言うには「全ての人たちが芸

術家である。」ということを考えてですね、社会・地域

の中にいる誰もが創造力・クリエイティビティを持って

いるという話で、ベートベンやピカソじゃなくても、料

理人であれば料理を工夫するとか、お母さんなら子育て

を工夫して創造するとか、そういう拡張された芸術概念。

そのボイスが打ち立てた 60年代～ 70年代の考え方

が広がっているのかなと思う部分ですね。あとは「シャ

ンブル・ダミ」という展覧会が86年にありました。こ

れはベルギーのゲント市立現代美術館の館長ヤン・フー

トがアーティストを市内５１カ所の一般住宅に送り込ん

で、家そのものを展示会場にしたという展覧会です。こ

ういうスタイルが、アレンジされて今日の芸術祭に展開

されていると思います。そういう意味では、大規模な国

家がやるというよりかは、やっぱり日本型の展開として

は、アートプロジェクトをアーティストがユニットを組

んで助成金もらうなりクラウドファンディングするなり

しながら展開してみんなと作り上げるスタイルが一つの

大きな流れになるのかなと。アートプロジェクトと言っ

てもその落とし所をどこにするかというのも少し難しい

と思います。そういう意味では原さんのようなアートプ

ロデューサーという人が関わらないと難しいと思うんで

すよ。アーティストだけでアートプロジェクトをやると

社会化できないというか、社会化していかないとその意

味を持たないと思うので、それをどのように社会に届け

るかというところ。そういう意味ではアーティストはた

くさんいるんだけど、一つにはアートプロデュースする

とかアートマネジメントをする人材育成というのがかな

り問われていると思うんです。アートマネジメントの世

界で辛いのは労働環境があまりにも過酷なのです。労働

環境が改善され職業として一家を成せるようになれば、

みんないろんなことができるかなと。お金の話になっ

ちゃうんだけど、そのことはつくづく思っていて。アー

ティストが貧乏になっていく国際芸術祭という話がある

けど、その周辺で一生ボランティアでやるかっていった

ら、やれないので、プロのアートマネージャーというの

を作っていかないといけないので、その人達が一家を成

き言っていたプロセス、完成されるまでの面白さ、それ

かボランティアで参加してみるともっと面白いかもしれ

ません。それともう一つ、大体芸術祭には報告書という

ものがあります。これ割と地味な作業で、ものすごい労

力がかかる割に人の目に触れないこともあると思うんで

すよね。玄人の方はよくご覧になるんですけど。是非一

般の方々もこれを見てください。面白いですから。こう

いうところにはいい事ばっかり書いてるかもしれないで

すけど。つまり芸術祭が行われている会期じゃなくて、

その前と後に面白いものが転がっているんじゃないか

と。そういうことをもっといろんな方々が掘り起こして

どんどん広げていくと日本の芸術祭の面白み、多様性や

発展的なものがもっと見つかるんじゃないかと建設的に

思います。

原：この尼崎アートストロール、実はあと１週間しかな

いんですよね。たくさんの人が来るのも勿論よいことな

のですが、その後これがどういうものだったのかをどう

伝えていくのか。あるいは、残りの１週間この街がこの

芸術祭とどう付き合っていくのか。やっぱり地域の方々

が参加してこそですよね。昨日、商店街をマップを持っ

て歩いていたら、「なに探してんの？」って言われて。

２歩ぐらい進んだらまた別のおばちゃんに声をかけられ

て。でもこのマップを持っていても「これあそこやで。」

とは誰も言わなかった、誰も知らなかったんです。これ

はすごく残念だったんですね。どうやって尼崎市内の方

に周知したらいいのかというのはなかなか難しい課題か

もしれません。私たちのような芸術祭によく行っている

とかアートフリーク、画廊によく行っている、インスタ

グラムを見ている方達はご存知かもしれないですけど。

でも地図を持った私に声をかけてきてくれたおばちゃん

にも見て欲しいなと。そうするとおばちゃんたちももし

かしたらちょっと考え方が変わったりとか、新しい価値

観を知ったりとかね。ここA-LABには遊びに来る少年

たちもいるんですよね。A-LAB は近所の小学生が学校

の帰りとか、遊びの途中、サッカーボール抱えてやって

きたり、また他の子も連れてきたりとか。この前びっく

りしたのが、連れてきた友達にものすごい偉そうに作品

の説明とかしてたりするんですよ。是非、街の中でもお

ばちゃんに「これはな…」って言ってもらいたい。作家

して、結婚できて、子供を養えるというような賃金体型

というのが約束されるような職場にしていかないと、継

続できないのかなと思ったりもします。

吉川：2016 年の「テグ・フォト・ビエンナーレ」の

アートディレクターをやったときに、途中で韓国の法律

が変わって、芸術家が出品すると最低いくらか fee を払

わなくてはいけないというような法律になったんです。

急に現場の事務局からあたふた言われて予算の云々と

かって揉めたことあるんですけど。やっぱり私達も食べ

ていかなきゃいけないんですよね。そのためにはお金が

必要なわけで。教育の現場にいると、例えばある企業か

らお話があって「こういうことをやりたいので学生さん

にご協力を。」って。おそらく原さんもご経験されてい

ると思うんですけど、大体そういう時って「学生さんも

勉強になると思うから。」ってお金が出ないことが多い

ですよね。例外もありますけど。それはやっぱりまずい

と思うんですよね。勉強になっても何が勉強になるか、

Win-Win にならないと私は分かりましたとは言わないで

す。とはいえそれを違う見方をすれば、それだけ魅力が

あると思われている。それまで興味がなかった企業や団

体もそういうことをやればメリットがあるんじゃないか

という風に思っているので、フラッシュ的な思いつきか

もしれませんけど、それで教育の現場に提案をしてくる

んじゃないかと思います。でも現場はそうもいかないと

いうこともあるんですけどね。日本に芸術祭というもの

が段々と普及してきたのはここ20年 30年だと思うん

ですよね。もう一踏ん張りだと思うんですよ。始まった

当初は「何万人来た。」とか「何千人来た」とか「あん

な離島にこんなに人が来た」ということがメリットとし

て盛んに言われていたわけですけど、チラチラと話に出

たように、例えば「若い人たちにどういうショックを与

えたか」とか「地元の全然興味がなかった人がそれに対

してどんな動きがあった」とか、「転居してきた人がい

た」とか。いろんなものの見方をもっと顕在化していく。

「こんなことも面白いですよ。」「こんな効果もあります

よ。」って。つまり動員数とかお金の動き以外の面白さ

をどんどんと周りの方々に。もっと大々的にやってほし

いですね。今日会場におられる方も配信を見ていただい

ている方も、例えば設営している時にいくとかね。さっ

の意図と違っていても、おばちゃんが見た考え方を伝え

るだけでもいいと思うんです。そんな風になっていくと

だいぶ街は変わっていくんじゃないのかなと思います。

加藤：これはもう継続しかないんですよ。僕が大地の芸

術祭を手伝ったとき、最初はよく分からなかったんです

よ。3回ぐらいやるとだんだん完成形が分かってくるん

です。そういう意味では、1回目はどこの芸術祭もガタ

ガタです。準備が整っていなかったり初めての経験だっ

たり。続けることによって浸透していってそこに何かが

あるという認知が増えていくと思うので、これは続ける

しかないんですよね。で、続けるには予算がいるってこ

となんですけど。そこを尼崎が頑張るかどうかってとこ

ですよね。

原：街と芸術祭の関係といってもお金無くしては継続し

てもいけないですからね。「アーティストがタダで持っ

てきたらええねん。」と言われてもそれはそれで困りま

すしね。そんなアナーキーなことしたら逆に別な問題が

起こってくるだろうし。そこのところでどういう芸術祭

にしたいのか、ビジョンも必要になってくると思います。

これからの芸術祭ということで先ほどもアートプロジェ

クト型というご提案もあったりとか。あと予算の面も

しっかりしていこうというお話もありました。もしフロ

アの方からも何かご発言いただいてもいいかなと思うん

ですけどいかがですか？

加藤：今日はおかけんたさんがいらっしゃっています。

いろんなことに関わっていらっしゃいますので。ぜひ。

おかけんたさん：みなさんこんにちは。おかけんた

と言います。よろしくお願いします。加藤さんとは

「ARTOSAKA」というアートフェアがあるんですけど、

そこでご一緒させていただいておりました。尼崎アート

ストロールもほとんど周ったんですよ。10時 15分に

阪神の尼崎駅に着きまして歩いて周りました。で、大体

回った後にレンタル自転車を見つけまして、「なんでもっ

とはよ見つけへんかったかな。」とか思いながら。三和

市場を通り中央商店街を抜けていきましたらそこに美味

しい天ぷら屋さんがあったのでそこで４つ天ぷら買っ

て、尼崎の駅前で天ぷらを食べていたという。僕の中で

はそういう街なんですよ、尼崎というのは。道を歩いて

いて面白いことを見つけて、どっかで食べて楽しもうか
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なという街なんですね。東京は目的があって、ここに行っ

たら面白いものがあるって感じで行く場合が多いんです

ね。あと先ほどのお話の中で、一つ抜けているなと思っ

たのが「戦略」なんですね。

どうやってPRして、芸術祭やアートフェアを盛り上げ

るか。そういった形が、六甲ミーツアートさんは非常に

上手いと思いました。例えば先ほど見せていただきまし

たチラシであるとか、事務局も阪神尼崎駅の駅前にあっ

て、パンフレットとかもすぐそこで取れるようにあった

りとか。我々が行ってすぐ馴染めるような形の作りをし

てるから、すごく分かりやすいなと感じました。また商

店街や市場のところを歩いていると、アーティストが来

ているお客さんに声をかけて、お話をしている様子を見

かけました。最初の頃はどうだったか分からないですけ

ど、日にちが経っていくごとに、アーティストが段々と

街に対して馴染んできたんじゃないかと思いました。私

の感想ですけど、日曜日だったからか商店街自体もすご

く活気があったんですよ。「こちらどうぞ見てってくだ

さい。」、「こちらどうですか。」とかね。

だから日にちが経つごとに、商店街のお店の方々もなん

のこっちゃ分からへんねんけど、アートというもんは。

でも人が来てるらしい、と。人が来てるから、とりあえ

ず「我々商売やってるから声を出してみなさんを迎えな

あかんな。」というのを感じました。

だから今回この芸術祭をやることの１つの大きなプラス

としては地元の人たちがこんな人の流れができるんだと

感じられたことだと思います。僕も京都国際映画祭の

アートプランナーをしているんですけど、地図の流れが

非常に分かりやすい流れなんです。なぜ分かりやすいか

というと、阪神尼崎駅を中心にお城があって、ぐるっと

回っていって中央商店街を真っ直ぐ行くと阪神尼崎駅に

出るという。帰り道も非常に分かりやすい地図でした。

だから地図を作った方はルートをすごく考えて作りはっ

たんかなというのをすごく感じました。そして手前味噌

ですけど、アドバイザーをしているA-LABさんが私は

やっぱり一番面白いなと思っております。はっきり言っ

て、これだけの方々が来ているのは、私何年間かアドバ

イザーしていますが、見たことがありません。こんなに

人が来てるの見たことないんですよ。それぐらい今日沢

山の方が来られています。それを見ていると、「芸術祭

の意味合いってなんなのかな？」って。1回目はわちゃ

わちゃで何も分からないってことじゃないですか。周っ

てる人も分からないんですよ、基本的に。なんのこっ

ちゃか分からないんです。なんかやってるから周ってる

んです。何人もここのお客さんから私が耳にした言葉が

あるんです。「尼崎にこんなところあったんや。」これ

なんですよ。これを若い子もおっちゃんおばちゃんも、

階段を登りながら「こんなとこあったんや」。これが今

回の A-LAB さんにとってのプラスだと思うんですね。

A-LAB さんがこれだけ頑張って、アーティストの作品

を揃えて、現代アート、イラストとかの分類なく、いろ

んな形の作品が展示されている。つまり一目見て何なの

か分かりやすい。例えば先ほど言いました市場のところ

なんかは、市場のロケーションが面白くてその中に展示

があって、そういう面白さってあるじゃないですか。お

城のところはさっきおっしゃいましたけども、バックに

お城が見えるんですよ。で、これぐらいの広さのところ

があって、平面の作品がズラーっとベタ並べしてあって、

窓から見るとその作品からお城がずーっと見えるからす

ごくいいインスタスポットになるですね、分かりやすい

んです。じゃあここは何やって話なんですよ。これなん

ですよ。「こんなところあったんや。」なんですよ。これ

しかないんです。阪神尼崎から歩いてきて、ホテルの前

を通って、学校通り過ぎて行ったら保育所の２階にこん

な場所がある。で、今度また来てくれるんですよね。こ

れは僕がやってる京都国際映画祭とかでもそうですけ

ど、大体3年間は同じ場所でするんです。そうやって地

域の方々と一緒に何かをやっていくということ。それが

コロナ禍で先ほどおっしゃったように、ZOOMである

とかいわゆるオンラインというものがすごく加速しまし

た。それによって違う見え方がどんどんしていくと思う

んですね。そういう新しい経験をしていく。これからの

芸術祭が僕は課題だと思うんですよ。これからは「行か

なくても行った気になる芸術祭」みたいなのもできてく

るかも知れません。それこそ今仮想の街みたいなのが１

つできていて、その中でやっていける部分は沢山あると

思うんです。うちの吉本興業でもそうで、今いろんなこ

とを考えているんです。万博記念公園を吉本興業が今、

管理しています。2025年には大阪万博がありますから、

ダウンダウンがアンバサダーになって一生懸命万博を盛

り上げている。今関西は万博に向いている。だから私は

その勢いに乗る手はあると思います。話を戻すと、尼崎

市民として加藤さんが住んでいることも知っています

し、尼崎市の面白さも知っていたつもりでした。でも今

日来て知らなかったということがよく分かりました。そ

れが今回のアートストロールの一つの成果だと僕は思い

ます。そして普段見ていたA-LABと違う光景が見るこ

とができました。A-LAB にとっても芸術祭をやって良

かったんじゃないかなとすごく思います。それは一般の

お客さんの声を聞けば分かりますし、みなさんの笑顔を

見ていれば分かります。それがいわゆる芸術祭の「知ら

ないところに連れていってもらえる」。A-LABという場

所に連れていってくれた、そういったところが1回目の

芸術祭の中でプラスだったんじゃないかなと感じます。

原：ありがとうございます。2階に上がってきて、こん

なに人がいる !? って思ったのが一番最初の印象でした。

実はA-LABでの展示は先行して始まっていて、私は初

日に伺わせていただいていたんですが、いつもと同じよ

うな光景で何人かの方達がいらっしゃるという感じだっ

たんです。オンラインもいいんですけど、やっぱり人が

わちゃわちゃしているというのがまた良いところで。こ

んなにA-LABに人が来てくれて、写真とかも普段だっ

たらみんな遠慮がちに撮られるんですけど、もう撮るの

が当たり前という感じで。そういうところでは違う文脈

の方達がお越しになっているというのは、私達も話して

いたところでもあります。今後のA-LABもそうですが、

「尼崎芸術祭が誕生 !」とチラシに書いてありますが、誕

生したってことはこれから育てていかないといけないと

いうことかと思います。1回目で終わってしまうという

のもいろんなところで見てきました。ぜひ沢山の方達に

お越しいただければと思います。

加藤：今日は市民として来ました。１市民として思うこ

とは、これが続かないと意味がないと思うんですね。ベ

ネチア・ビエンナーレは1895年から続いておりまして、

130年近くになるんですね。だから力を持つんですよ。

ドクメンタは1955年からなので67年ぐらいやって

いるんですね。続けると何かの力を持つので市民として

は予算をしっかりつけて続けていただいて、これが拡大

していくといいかなと思ったりもします。

原：どうもありがとうございました。

加藤・吉川：ありがとうございました。

阪神尼崎駅前の観光案内所内 三和市場に展示されていた German	Suplex	Airlines	さんの作品


